
②
横
浜
市
が
行
っ
た
救
援
・
復
旧
・
復
興
支
援
の
概
略

■
西
川
哲
郎
・
編
集
部

　
こ
こ
で
は
、
二
月
二
十
四
日
ま
で
の
被
災
地
の
状

況
の
変
化
と
横
浜
市
の
支
援
を
時
間
の
経
過
順
に
記

録
し
、
今
回
の
大
震
災
に
対
す
る
横
浜
市
の
対
応
の

大
き
な
流
れ
を
示
す
。
さ
ら
に
、
本
文
中
で
ふ
れ
る

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
活
動
も
含
め
、
横
浜
市
の
支

援
活
動
の
一
覧
表
も
掲
載
す
る
。

　
被
災
地
へ
の
派
遣
に
関
連
す
る
分
野
別
の
詳
し
い

活
動
内
容
は
次
章
で
報
告
す
る
。

１
-
人
命
の
救
助

　
一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
、

淡
路
島
北
端
を
震
源
に
Ｍ
７
・
２
の
地
震
が
発
生
し

た
。
各
所
で
建
物
が
倒
壊
、
火
災
発
生
、
多
く
の
人

が
崩
れ
た
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
現
地
の
状
況
が
す
ぐ
横
浜
に
伝
わ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
朝
の
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

大
き
な
地
震
の
発
生
と
、
か
な
り
の
被
害
が
出
て
い

る
こ
と
を
伝
え
た
が
、
全
体
の
被
害
状
況
は
明
確
で

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
時
の
経
過
と
と
も
に
テ
レ
ビ

で
伝
え
ら
れ
る
被
害
状
況
が
拡
大
し
、
総
務
局
、
消

防
局
、
水
道
局
、
衛
生
局
で
対
応
の
検
討
を
始
め
、

人
命
の
救
助
と
消
火
、
水
の
供
給
、
緊
急
救
援
物
資

輸
送
、
被
災
者
の
治
療
の
た
め
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、

消
防
車
、
給
水
車
、
救
援
物
資
を
乗
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
、

さ
ら
に
医
療
班
が
次
々
と
派
遣
さ
れ
た
。

　
最
初
の
正
式
な
派
遣
要
請
が
あ
っ
た
の
は
自
治
省

消
防
庁
か
ら
で
、
十
七
日
の
十
時
過
ぎ
に
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
派
遣
す
る
よ
う
神
奈
川
県
を
通
じ
て
要
請
が

あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
十
一
時
過
ぎ
に
ヘ
リ
ー

機
が
隊
長
一
人
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
二
人
、
航
空
救
助
員

二
人
、
整
備
士
二
人
を
乗
せ
、
救
助
用
機
材
を
搭
載

し
て
飛
び
立
っ
た
。
活
動
内
容
は
現
地
で
指
示
が
出

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
十
七
日
十
四
時
に
兵
庫

県
消
防
学
校
に
到
着
し
た
ヘ
リ
は
、
そ
の
後
、
神
戸

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
を
基
地
と
し
て
、
情
報
収
集
、

食
料
搬
送
、
患
者
等
の
輸
送
な
ど
の
活
動
を
二
月
四

日
ま
で
続
け
た
。

　
次
に
神
戸
市
災
害
対
策
本
部
の
要
請
を
受
け
、
応

急
給
水
の
た
め
に
職
員
二
十
一
人
と
、
給
水
車
二
台
、

緊
急
車
二
台
、
ワ
ゴ
ン
車
一
台
、
ト
ラ
ッ
ク
一
台
が

十
七
日
午
後
、
神
戸
に
向
け
て
出
発
し
た
。
応
急
給

水
応
援
は
二
月
末
の
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

　
救
急
医
療
チ
ー
ム
の
編
成
は
十
七
日
か
ら
始
め
ら

れ
、
医
師
十
一
人
、
看
護
婦
十
六
人
、
事
務
職
員
二

人
、
運
転
手
三
人
で
構
成
さ
れ
る
医
療
班
が
、
十
八

日
午
前
に
陸
路
神
戸
へ
出
発
し
た
。
災
害
直
後
の
救

急
医
療
班
は
現
地
で
千
五
百
人
以
上
を
診
察
・
治
療

し
、
二
十
二
日
に
横
浜
に
戻
っ
た
。
医
療
応
援
活
動

は
、
避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
中
で
増
加
し
て
い
る

風
邪
や
慢
性
疾
患
の
悪
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

そ
の
後
も
継
続
し
て
い
る
。

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
①
横
浜
市
の
対
応

　
一
月
十
八
日
十
二
時
、
自
治
省
消
防
庁
か
ら
の
要

請
を
受
け
て
、
救
助
隊
員
五
十
人
と
消
防
車
十
台
が

出
発
し
た
。
現
地
で
は
神
戸
市
生
田
消
防
署
を
拠
点

に
し
救
助
、
消
火
活
動
に
従
事
し
た
。
こ
の
活
動
は

人
員
の
交
代
を
行
い
な
が
ら
一
月
二
十
七
日
ま
で
継

続
さ
れ
た
。

　
緊
急
救
援
物
資
の
輸
送
は
総
務
局
災
害
対
策
室
が

担
当
し
、
十
ト
ン
車
三
台
に
乾
パ
ン
五
万
食
、
水
の

缶
詰
六
万
缶
、
お
か
ゆ
四
千
食
、
毛
布
三
千
枚
を
乗

せ
、
十
八
日
の
深
夜
、
神
戸
市
役
所
へ
向
か
っ
た
。

２

二
次
災
害
の
防
止
と
避
難
生
活
の

支
援

　
被
災
地
で
は
十
八
日
以
降
も
余
震
と
火
災
が
続
く

中
で
、
懸
命
の
救
助
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
そ

れ
に
加
え
て
、
二
次
災
害
の
防
止
と
い
う
新
た
な
問

題
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
今
回
の
大

震
災
で
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し

た
こ
と
で
あ
る
。
被
災
地
全
体
で
約
十
八
万
棟
の
建

物
が
全
半
壊
し
た
。
こ
れ
ら
の
建
物
の
下
に
は
身
の

回
り
の
品
か
ら
、
貴
重
品
ま
で
が
残
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
人
々
は
こ
れ
ら
の
品
々
を
取
り
出
す
た
め
に

壊
れ
た
家
に
出
入
り
し
よ
う
と
す
る
し
、
半
分
壊
れ

た
家
に
住
み
続
け
よ
う
と
す
る
人
達
も
い
る
。
他
方
、

余
震
は
続
い
て
お
り
、
壊
れ
か
け
て
耐
震
性
を
失
っ

１
‐
人
命
の
救
助

２
ｌ
二
次
災
害
の
防
止
と
避
難
生
活
の
支
援

３
ｌ
都
市
の
復
旧
・
復
興
と
市
民
生
活
の
再

建
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た
建
物
が
さ
ら
に
倒
壊
し
、
新
た
な
人
身
被
害
が
発

生
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
危
険
な
建

物
は
立
入
禁
止
に
し
、
注
意
が
必
要
な
建
物
に
は
要

注
意
と
い
う
こ
と
を
建
物
に
出
入
り
す
る
人
に
伝
え

る
必
要
が
生
じ
た
。

　
地
震
の
影
響
で
地
盤
も
緩
ん
で
い
た
。
特
に
神
戸

は
海
と
六
甲
山
に
挟
ま
れ
た
細
長
い
場
所
に
市
街
地

が
広
が
っ
て
い
る
た
め
傾
斜
地
が
多
い
。
二
十
二
日

に
は
強
い
雨
に
な
る
と
い
う
天
気
予
報
が
出
さ
れ
、

地
盤
が
緩
ん
だ
傾
斜
地
の
土
砂
崩
れ
が
心
配
さ
れ
た
。

　
二
次
災
害
の
防
止
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
の
大
き

な
問
題
は
大
規
模
な
避
難
者
の
生
活
を
維
持
す
る
こ

と
で
あ
る
。
お
よ
そ
三
十
万
人
の
被
災
者
が
学
校
や

公
共
施
設
、
公
園
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、

心
身
の
疲
れ
と
暖
房
も
な
い
避
難
所
生
活
で
人
々
の

間
に
は
風
邪
が
は
や
り
始
め
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
避

難
者
に
食
糧
と
水
を
供
給
し
、
下
水
道
の
損
傷
と
水

が
出
な
い
こ
と
で
使
え
な
く
な
っ
た
ト
イ
レ
に
変
わ

る
施
設
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
も
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
横
浜
市
で
は
十
八
日
の
朝
か
ら
、
地
震
後
の
建
物

の
危
険
度
を
判
定
す
る
震
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判

定
士
の
派
遣
準
備
に
入
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
日

の
午
後
の
建
設
省
か
ら
の
依
頼
に
す
ぐ
対
応
し
、
四

人
の
判
定
士
を
現
地
に
派
遣
し
た
。
判
定
士
は
交
代

を
行
い
な
が
ら
第
六
次
隊
ま
で
派
遣
さ
れ
、
二
月
十

日
ま
で
判
定
作
業
を
続
け
た
。
ま
た
、
全
国
か
ら
集

め
ら
れ
た
判
定
士
を
指
揮
す
る
判
定
支
援
本
部
に
も

職
員
を
派
遣
し
た
。

　
二
十
一
日
に
は
神
戸
市
か
ら
崖
崩
れ
防
止
の
た
め

の
資
材
提
供
の
要
請
が
あ
り
、
翌
二
十
二
日
ま
で
に

手
配
を
行
い
、
防
水
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
千
枚
と
、
そ

の
ほ
か
に
土
の
う
袋
、
鉄
筋
棒
を
輸
送
し
た
。
さ
ら

に
二
十
三
日
に
は
第
二
次
の
防
災
資
材
輸
送
と
し
て
、

第
一
次
の
時
と
同
様
に
防
水
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
等
を

輸
送
し
た
。

　
避
難
者
の
ト
イ
レ
対
策
と
し
て
は
、
バ
キ
ュ
ー
ム

カ
ー
の
派
遣
や
災
害
用
の
仮
設
ト
イ
レ
の
提
供
等
を

検
討
し
て
い
た
が
、
二
十
日
に
厚
生
省
か
ら
仮
設
ト

イ
レ
を
神
戸
市
に
搬
送
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
が

入
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
、
移
動
式
ト
イ
レ
二
台
、

災
害
用
仮
設
ト
イ
レ
三
十
基
等
を
搬
送
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
長
期
化
す
る
避
難
生
活
を
考
え
、
横

浜
市
内
の
市
営
住
宅
の
一
時
無
償
提
供
、
福
祉
施
設

へ
の
高
齢
者
・
障
害
者
の
受
入
、
国
際
学
生
会
館
へ

の
留
学
生
の
受
入
を
申
し
出
た
。
ま
た
、
被
災
児
童
・

生
徒
が
横
浜
市
立
の
学
校
に
転
校
し
て
く
る
場
合
は
、

通
常
必
要
と
さ
れ
る
書
類
を
省
く
な
ど
手
続
き
を
簡

略
化
し
て
受
け
入
れ
た
。

都
市
の
復
旧
・
復
興
と
市
民
生
活
の

再
建

　
被
災
地
で
は
大
規
模
な
避
難
生
活
が
引
き
続
い
て

い
た
が
、
地
震
発
生
後
一
週
間
近
く
が
経
過
す
る
と

復
旧
の
動
き
が
活
発
化
し
て
き
た
。
二
十
三
日
に
は

被
災
地
全
域
で
電
気
が
仮
復
旧
し
た
。
二
十
六
日
に

は
兵
庫
県
が
被
害
建
物
の
第
一
次
調
査
を
終
え
、
二

千
八
百
二
十
五
件
を
使
用
禁
止
に
し
た
。
二
月
に
入

る
と
、
復
旧
・
復
興
の
動
き
が
本
格
化
し
、
「
神
戸

市
復
興
計
画
検
討
委
員
会
」
な
ど
の
各
種
復
興
計
画

検
討
委
員
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

二
月
六
日
に
は
神
戸
市
で
罹
災
証
明
の
発
行
と
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
義
援
金
の
交
付
も
始
ま
っ
た
。

　
他
方
、
復
旧
活
動
の
円
滑
化
と
市
民
生
活
の
再
建

に
と
っ
て
、
ご
み
と
瓦
傑
の
処
理
と
い
う
大
き
な
問

題
も
残
さ
れ
て
い
た
。
神
戸
市
は
二
十
日
か
ら
ご
み

の
収
集
を
再
開
し
、
二
月
三
日
か
ら
は
ご
み
と
瓦
牒

の
夜
間
収
集
を
始
め
た
が
、
交
通
渋
滞
に
よ
る
収
集

効
率
の
低
下
、
収
集
担
当
職
員
自
身
が
被
災
者
で
充

分
な
人
員
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
焼
却
に
必

要
な
冷
却
水
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
多
く

の
ご
み
が
路
上
に
放
置
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
復
旧
・
復
興
と
市
民
生
活
の
再
建
に

対
し
て
も
横
浜
市
は
支
援
を
行
っ
た
。

　
水
道
に
つ
い
て
は
、
応
急
給
水
の
活
動
を
続
け
る

と
と
も
に
二
十
一
日
に
派
遣
し
た
水
道
第
四
次
隊
か

ら
は
管
路
復
旧
の
仕
事
を
開
始
し
、
現
在
も
作
業
を

継
続
し
て
い
る
。
水
道
の
復
旧
に
つ
い
て
は
民
間
業

者
の
方
々
に
も
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
二
月
二

十
四
日
ま
で
で
民
間
か
ら
延
べ
千
二
百
九
十
二
人
の

派
遣
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
一
月
二
十
五
日
か
ら
は
下
水
道
復
旧
の
た
め
の
支

援
隊
を
派
遣
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
下
水
道
管
き
よ

内
の
清
掃
及
び
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
に
よ
る
調
査
が
必
要
な

た
め
、
専
門
業
者
の
方
に
も
応
援
を
依
頼
し
た
。
現

地
で
の
作
業
内
容
は
マ
ン
ホ
ー
ル
と
下
水
管
き
ょ
の

被
害
状
況
調
査
で
あ
り
、
二
月
十
日
ま
で
継
続
し
た
。

　
さ
ら
に
ご
み
の
収
集
、
神
戸
港
の
復
旧
、
神
戸
市

の
区
役
所
に
お
け
る
罹
災
証
明
の
発
行
と
義
援
金
配

布
応
援
の
た
め
に
も
職
員
を
派
遣
し
続
け
て
い
る
。

　
以
上
が
二
月
二
十
四
日
ま
で
の
横
浜
市
が
行
っ
た

救
援
・
復
旧
・
復
興
活
動
支
援
の
概
略
で
あ
る
。
本

文
中
に
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
二
月
下
旬
で
は
い
く

つ
か
の
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
も
復

興
事
業
の
活
発
化
に
伴
い
新
た
な
活
動
が
始
ま
る
と

考
え
ら
れ
る
。

△
西
川
＝
総
務
局
災
害
対
策
室
長
▽
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緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
①
横
浜
市
の
対
応

横浜市が行った救援・復旧活動と被災地の状況と及び政府等の主な対応
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阪神・淡路大震災に伴う横浜市の支援状況

横浜市の救援･復旧・復興活動一覧表（平成７年３月２日現在）
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